
も く じ

富
山
県
立
山
町
。
町
役
場
の
敷
地
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
「
ロ
ー
ソ
ン
」
の
店
内
は
仕
切
り
こ
そ
な
い
が
、

ふ
た
つ
の
空
間
に
分
か
れ
て
い
る
。
通
常
の
コ
ン
ビ

ニ
の
中
に
「
書
店
」
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

８
月
の
暑
い
日
、冷
房
の
効
い
た
店
内
に
入
っ
た
。

実
用
書
、児
童
書
、コ
ミ
ッ
ク
、郷
土
関
係
…
。
ジ
ャ

ン
ル
別
に
多
く
の
本
が
棚
に
並
ぶ
。
ま
ち
の
本
屋
さ

ん
の
光
景
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
の
浸
透
や
通
販
の
発
達
で
、
書
店
は
減
少

し
て
い
る
。
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
に
よ
る
と
、

域
内
に
書
店
が
な
い
自
治
体
は
今
年
５
月
時
点
で

４
９
８
団
体
と
市
区
町
村
の
３
割
近
く
に
及
ぶ
。
う

ち
４
７
２
団
体
は
町
村
で
あ
る
。

立
山
町
も
２
０
１
５
年
か
ら
無
書
店
と
な
り
、
町

民
か
ら
「
書
店
が
ほ
し
い
」
と
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
誘
致
を
試
み
た
が
、
難
航
し
た
。

機
会
は
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
巡
っ
て
き
た
。
役
場

の
敷
地
に
コ
ン
ビ
ニ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
ロ
ー
ソ
ン
か
ら
「
書
店
も
で
き
ま
す
よ
」
と
提

案
が
あ
っ
た
。

ロ
ー
ソ
ン
は
「
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ　

マ
チ
の
本
屋
さ

ん
」
と
い
う
、
書
店
併
設
型
店
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
（
現
在
16
店
）。
立
山
町
の
負
担
で
役

場
敷
地
内
に
店
舗
を
建
設
す
る
こ
と
を
要
件
と
す
る

連
携
協
定
を
ロ
ー
ソ
ン
側
と
結
び
、
24
年
春
に
開
店

し
た
。「
書
店
」
が
つ
な
ぎ
役
に
な
っ
た
。

町
側
の
要
望
で
、児
童
書
を
多
く
そ
ろ
え
て
い
る
。

事
業
に
携
わ
っ
て
き
た
町
総
務
課
の
中
川
大
輔
さ
ん

（
51
）
は
「
ネ
ッ
ト
購
入
に
慣
れ
な
い
お
年
寄
り
に

も
好
評
で
す
」
と
手
応
え
を
語
る
。
コ
ン
ビ
ニ
に
来

た
人
も
、
ぶ
ら
り
と
本
を
見
て
歩
け
る
。

自
治
体
が
書
店
の
確
保
に
動
い
た
ケ
ー
ス
は
他
に

も
あ
る
。
福
井
県
敦
賀
市
は
、
民
間
に
運
営
を
委
託

す
る
公
設
民
営
の
書
店
を
複
合
施
設
に
置
き
、
委
託

費
や
テ
ナ
ン
ト
料
を
市
が
負
担
し
て
い
る
。

「
書
店
が
あ
る
こ
と
」
を
自
治
体
の
基
礎
的
な
要

素
と
捉
え
、
開
設
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
は
見
識
だ

と
思
う
。
図
書
館
に
加
え
、
書
店
で
多
様
な
本
に
ふ

れ
る
経
験
は
、
と
り
わ
け
こ
ど
も
た
ち
に
大
切
で
あ

ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
ぜ
ひ
、試
み
て
ほ
し
い
。
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紅葉する秋の立山連峰。ロープウェイが観光客を運ぶ（富山県立
たて

山
やま

町
まち

）〔写真提供：立山町〕

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

立山町は、富山県中北部から南東に
広がり人口約２万 4000 人。西側は常
願寺川をはさみ富山市と接し、東側
に立山連峰や黒部湖を擁する。富山
の山岳観光の拠点で、立山連峰一帯
は中部山岳国立公園に指定され、特
別天然記念物のライチョウでも有名。
富山市と富山地方鉄道で結ばれ、町
役場は町西部の五百石駅近くにある。

「
コ
ン
ビ
ニ
併
設
書
店
」
と
立
山
町

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

人ひ
と

羅ら
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地
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創
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に
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Ｇ
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の
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に
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～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
を
選
定
し
ま
し
た
他
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内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
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本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
の
募
集
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
定
結
果
を
ご
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
官
民
連
携
に
関
す
る

内
閣
府
に
よ
る
支
援
に
つ
い
て
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は
》

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

実
施
指
針
改
訂
版
」（
令
和
５
年
12
月
19

日
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
一
部
改
定
）
お

よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
の「
見
え
る
化
」

を
目
的
と
し
て
策
定
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
３
」（
令
和

５
年
３
月
17
日
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
決

定
）
に
お
い
て
重
点
事
項
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
施
策
で
す
。

内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
た
統
合
的
取
組
を
推
進
す
る
都
市
・

地
域
の
中
か
ら
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の

三
側
面
に
お
け
る
新
し
い
価
値
創
出
を
通

し
て
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
都
市
・
地
域
を
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し
て
い

ま
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
は
、
２
０
１

８
年
度
か
ら
選
定
を
開
始
し
て
お
り
、
今

年
度
ま
で
の
８
年
間
で
、２
１
５
都
市(

う

ち
、
36
町
村)

が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
提
案

が
あ
り
、
有
識
者
に
よ
る
書
面
評
価
を
経

て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
９
都
市

を
選
定
し
、
７
月
22
日
に
伊
東
地
方
創
生

担
当
大
臣
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

選
定
自
治
体
に
対
し
て
、
選
定
証
を
授
与

い
た
し
ま
し
た
（
資
料
１
、
２
）。

《
制
度
の
変
遷
》

２
０
２
４
年
度
ま
で
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
」
の
中
で
も
、
特
に
先
導
的
な
取

組
で
あ
り
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
連
携
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
自

律
的
好
循
環
の
形
成
が
見
込
ま
れ
る
事
業

を
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
選
定
し
、
国
の
補
助
金
に
よ
る
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
、「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
の
選
定
に
代
わ
っ
て
、

選
定
都
市
が
策
定
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
、
新
し
い
地
方

経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
（
第
２
世

代
交
付
金
）
の
優
先
的
な
採
択
の
対
象
と

す
る
こ
と
で
資
金
的
な
支
援
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
支
援
は
２
０
２
５

１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

２２　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

資料１

都道府県 選定都市名 都道府県 選定都市名

岩手県 遠野市
静岡県

三島市

東京都 西東京市 小山町

新潟県 小千谷市 大分県 日出町

長野県 箕輪町 宮崎県 高鍋町

鹿児島県 志布志市

2025年度 ＳＤＧｓ未来都市 選定都市一覧

・都道府県・市区町村コード順

資料２

内閣府地方創生推進事務局内閣府地方創生推進事務局

～SDGs未来都市を選定しました他～～SDGs未来都市を選定しました他～
「地方創生に向けたSDGsの推進について」「地方創生に向けたSDGsの推進について」

2025年（令和 7年）10月20日　2第3337号
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年
度
選
定
都
市
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

に
選
定
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

の
う
ち
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

計
画
を
策
定
し
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な

り
ま
す
（
資
料
３
、
４
）。

選定によるメリット

●中長期を見通した持続可能なまちづくりに向けて、地方創生に資する、地方自治体に
よるSDGsの取組をさらに推進していくため、モデルとなる先進事例の創出と普及展開
が必要。

●経済・社会・環境の三側面をつなぐ統合的取組による相乗効果、新しい価値の創出を
通じて、持続可能な開発に取り組む地方自治体を対象に以下の支援を実施。

0

先進的な取組を講じる自治体を「SDGs未来
都市」に選定し、地方創生の一層の促進を
図る。

0022

0033

・受付期間：4月1日～4月10日

・審査期間：4月中旬～5月下旬

・結果公表：6月23日

・授与式 ：7月22日

0044

❶「SDGs未来都市計画」に基づく事業は、
新地創交付金の優先的な資金的支援の対
象となる。

❷自治体SDGs推進評価・調査検討会による
フォローアップ（助言・支援）を受ける
ことができる。

❸自治体ＳＤＧｓ推進関係省庁タスク
フォースによる省庁横断的な支援（計画
策定・事業実施等）を受けることができ
る。

「SDGs未来都市」の概要

スケジュール（2025年度）

02025年度ＳＤＧｓ未来都市について
「SDGs未来都市」選定趣旨0011

資料３

1

2018年選定（全29都市）

都道府県 選定都市名

北海道

★北海道

札幌市

ニセコ町

下川町

宮城県 東松島市

秋田県 仙北市

山形県 飯豊町

茨城県 つくば市

神奈川県

★神奈川県

横浜市

鎌倉市

富山県 富山市

石川県
珠洲市

白山市

長野県 ★長野県

静岡県
静岡市

浜松市

愛知県 豊田市

三重県 志摩市

大阪府 堺市

奈良県 十津川村

岡山県
岡山市

真庭市

広島県 ★広島県

山口県 宇部市

徳島県 上勝町

福岡県 北九州市

長崎県 壱岐市

熊本県 小国町

2019年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

岩手県 陸前高田市

福島県 郡山市

栃木県 宇都宮市

群馬県 みなかみ町

埼玉県 さいたま市

東京都 日野市

神奈川県
川崎市

小田原市

新潟県 見附市

富山県
★富山県

南砺市

石川県 小松市

福井県 鯖江市

愛知県

★愛知県

名古屋市

豊橋市

滋賀県 ★滋賀県

京都府 舞鶴市

奈良県

生駒市

三郷町

広陵町

和歌山県 和歌山市

鳥取県
智頭町

日南町

岡山県 西粟倉村

福岡県
大牟田市

福津市

熊本県 熊本市

鹿児島県
大崎町

徳之島町

沖縄県 恩納村

2020年選定（全33都市）

都道府県 選定都市名

岩手県 岩手町

宮城県
仙台市

石巻市

山形県 鶴岡市

埼玉県 春日部市

東京都 豊島区

神奈川県 相模原市

石川県

金沢市

加賀市

能美市

長野県 大町市

岐阜県 ★岐阜県

静岡県
富士市

掛川市

愛知県 岡崎市

三重県
★三重県

いなべ市

滋賀県 湖南市

京都府 亀岡市

大阪府

★大阪府・大阪市

豊中市

富田林市

兵庫県 明石市

岡山県 倉敷市

広島県 東広島市

香川県 三豊市

愛媛県 松山市

高知県 土佐町

福岡県 宗像市

長崎県 対馬市

熊本県 水俣市

鹿児島県 鹿児島市

沖縄県 石垣市

2021年選定（全31都市）

都道府県 選定都市名

北海道 上士幌町

岩手県 一関市

山形県 米沢市

福島県 福島市

茨城県 境町

群馬県 ★群馬県

埼玉県 ★埼玉県

千葉県 市原市

東京都
墨田区

江戸川区

神奈川県 松田町

新潟県 妙高市

福井県 ★福井県

長野県
長野市

伊那市

岐阜県

岐阜市

高山市

美濃加茂市

静岡県 富士宮市

愛知県
小牧市

知立市

京都府
京都市

京丹後市

大阪府 能勢町

兵庫県
姫路市

西脇市

鳥取県 鳥取市

愛媛県 西条市

熊本県
菊池市

山都町

沖縄県 ★沖縄県

2022年選定（全30都市）

都道府県 選定都市名

宮城県 大崎市

秋田県 大仙市

山形県 長井市

埼玉県
戸田市

入間市

千葉県 松戸市

東京都
板橋区

足立区

新潟県

★新潟県

新潟市

佐渡市

石川県 輪島市

長野県
上田市

根羽村

岐阜県 恵那市

静岡県 御殿場市

愛知県 安城市

大阪府 阪南市

兵庫県
加西市

多可町

和歌山県 田辺市

鳥取県 ★鳥取県

徳島県
徳島市

美波町

愛媛県 新居浜市

福岡県 直方市

熊本県

八代市

上天草市

南阿蘇村

鹿児島県 薩摩川内市

2023年選定（全28都市）

都道府県 選定都市名

青森県 弘前市
群馬県 桐生市

埼玉県
鴻巣市

深谷市
千葉県 木更津市

東京都
大田区

東村山市
富山県 氷見市

石川県
七尾市

野々市市
福井県 大野市
山梨県 ★山梨県
長野県 松本市
京都府 宮津市

兵庫県

★兵庫県

加古川市

三木市

三田市
鳥取県 八頭町
島根県 松江市
岡山県 備前市
広島県 福山市
愛媛県 四国中央市
福岡県 糸島市
佐賀県 鹿島市
宮崎県 延岡市

鹿児島県
出水市

奄美市

2018年度～2025年度ＳＤＧｓ未来都市等選定都市一覧

※各年度都道府県・市区町村コード順
※黄色網掛けは「自治体SDGsモデル事業」選定自治体
（新潟県佐渡市の「自治体SDGsモデル事業」選定は2023年度、
 鹿児島県奄美市の「自治体SDGsモデル事業」選定は2024年度）
※★はSDGs未来都市のうち都道府県
※赤囲いは「SDGs未来都市」に選定された町村

2024年選定（全24都市）

都道府県 選定都市名

北海道 本別町

茨城県
古河市

阿見町

栃木県 那須塩原市

群馬県
伊勢崎市

みどり市

埼玉県

川口市

草加市

富士見市

東京都
品川区

清瀬市

新潟県 燕市

富山県 滑川市

山梨県
甲府市

富士吉田市

長野県 安曇野市

愛知県
江南市

幸田町

大阪府 枚方市

奈良県 天理市

和歌山県 みなべ町

鳥取県 米子市

福岡県 吉富町

大分県 国東市

2025年選定（全9都市）

都道府県 選定都市名

岩手県 遠野市

東京都 西東京市

新潟県 小千谷市

長野県 箕輪町

静岡県
小山町

三島市

大分県 日出町

宮崎県 高鍋町

鹿児島県 志布志市
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《
２
０
２
５
年
度
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

の
取
組
》

２
０
２
５
年
度
に
選
定
さ
れ
た
町
村
の

取
組
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
長
野
県
箕

輪
町
は
、町
の
名
所
で
あ
る
「
も
み
じ
湖
」

の
自
然
を
中
心
と
し
た
脱
炭
素
と
産
業
を

両
立
さ
せ
る
取
組
、
静
岡
県
小
山
町
は
ま

ち
づ
く
り
公
社
を
通
じ
た
富
士
山
と
共
に

生
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
、
大
分
県
日
出
町
は
、
産
官
学
金
が
連

携
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し
、

豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
取
組
、
宮
崎

県
高
鍋
町
は
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ぶ
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
や
起
業
家
精
神
を
若
者
に
伝

え
、
新
産
業
の
創
出
を
め
ざ
す
取
組
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
自
治
体
も
地
域
の
課
題
や
特

性
を
踏
ま
え
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、
他

の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
で
す
。
今

後
地
域
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

参
画
の
も
と
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
方
創
生
の
深
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
支
援

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
（
※
１
）。

《
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ
ル

都
市
と
は
》

内
閣
府
で
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
新
た

に
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ

ル
都
市
」
の
募
集
を
開
始
し
、
２
年
目
と

な
る
２
０
２
５
年
度
も
引
き
続
き
募
集
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
施
策
は
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
全
国
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
お
い
て
、
人
口
５
万

人
以
下
の
自
治
体
の
約
６
割
か
ら
、
行
政

内
部
で
の
理
解
・
経
験
や
専
門
性
が
不
足

し
て
い
る
と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
人
材

や
専
門
性
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
が
限
ら
れ
て

い
る
小
規
模
な
自
治
体
に
対
し
、
地
方
創

生
の
経
験
や
知
見
の
あ
る
人
材
を
活
用
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
い
課
題
解
決
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
小
規
模
な
自
治
体
に
共
通
す
る

喫
緊
か
つ
深
刻
な
地
域
課
題
に
対
し
て
先

進
的
・
試
行
的
な
解
決
策
を
講
じ
、
そ
の

計
画
か
ら
結
果
ま
で
公
表
す
る
こ
と
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
沿
っ
た
地
域
活
性
化

や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
を
支

援
し
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
は
、
北
海
道
本
別
町
、

岩
手
県
遠
野
市
、
大
阪
府
熊
取
町
、
香
川

県
土
庄
町
の
４
都
市
が
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

《
２
０
２
５
年
度
「
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

課
題
解
決
モ
デ
ル
都
市
」
の
取
組
》

２
０
２
５
年
度
に
選
定
さ
れ
た
町
村
の

取
組
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
本
別
町
は
、
地
域
課
題
の
解
決

を
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
り
進
め
て
い
く

う
え
で
、
町
民
や
地
域
事
業
者
へ
の
周
知

や
課
題
に
対
す
る
当
事
者
意
識
が
少
な
い

こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
既

設
の
協
議
会
に
専
門
人
材
が
加
わ
る
こ
と

で
各
団
体
や
業
種
団
体
と
の
連
携
促
進
お

よ
び
加
速
に
よ
る
官
民
共
創
を
め
ざ
し
ま

す
。
大
阪
府
熊
取
町
は
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
伴
い
、
地
域
産
業
の
衰
退
が
深
刻

化
し
て
お
り
、
企
業
誘
致
や
新
た
な
地
場

産
品
の
創
出
、
既
存
の
地
場
産
品
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
専
門
と
す
る
人
材
を

活
用
し
、
地
域
雇
用
の
維
持
や
創
出
を
活

性
化
さ
せ
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
を
図
り
ま

す
。
香
川
県
土
庄
町
で
は
、
人
口
減
に
よ

る
観
光
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
担
い
手
不

足
が
生
じ
て
お
り
、
地
域
経
済
活
性
化
と

持
続
可
能
な
観
光
振
興
を
実
現
す
る
た

め
、
地
方
創
生
や
観
光
産
業
の
競
争
力
向

上
に
資
す
る
施
策
を
提
案
・
実
現
で
き
る

専
門
家
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
活
発
に
進
め
て
い
ま
す
（
※
２
）。

《「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
今
後
》

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
目
標
で
あ
る
２
０
３

０
年
ま
で
あ
と
５
年
を
切
り
ま
し
た
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
な
っ
た
自

治
体
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
に
沿
っ
た
取

組
に
よ
っ
て
得
た
成
果
や
課
題
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画

の
推
進
加
速
と
地
域
課
題
解
決
と
地
域

資
源
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
豊
か
で
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

本
施
策
に
よ
る
検
討
プ
ロ
セ
ス
は
、
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
資
源
の
さ
ら
な
る

活
用
に
向
け
た
道
筋
を
考
え
る
う
え
で
、

非
常
に
有
益
で
あ
り
、
か
つ
、
今
後
の
地

方
創
生
に
お
い
て
、
と
て
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十

分
に
掘
り
起
こ
し
て
整
理
し
た
う
え
で
、

わ
が
街
の
魅
力
や
課
題
を
あ
ぶ
り
出
し
、

将
来
像
を
描
く
こ
と
が
起
点
と
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、「
地
方
創
生
２
・
０
」

に
お
い
て
は
、
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
、

住
民
や
民
間
企
業
・
地
域
金
融
機
関
・
大

学
な
ど
の
『
産
官
学
金
労
言
士
』
と
い
っ

た
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携

に
よ
っ
て
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
み

出
し
、
若
者
を
中
心
と
し
た
人
が
集
う
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

《
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
》

内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
日

本
国
内
で
広
げ
、
よ
り
一
層
の
地
方
創
生

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
広
範
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
深
め
る
官
民
連
携
の
場
と
し
て
、「
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」を
設
置
し
て
い
ま
す（
※
３
）。

本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
①
自
治

体
が
抱
え
て
い
る
地
域
課
題
を
登
録
し
、

３３　　

��

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
課
題
解
決��

モ
デ
ル
都
市
の
選
定

モ
デ
ル
都
市
の
選
定

４４　　

��

内
閣
府
に
よ
る
支
援

内
閣
府
に
よ
る
支
援��

（
官
民
連
携
）

（
官
民
連
携
）
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②
そ
れ
を
見
た
企
業
や
団
体
が
、
自
社
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
解
決
策
を

提
案
す
る
と
い
う
流
れ
で
官
と
民
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
課
題
解
決
に
向
け

た
提
案
は
、
自
治
体
の
所
在
地
に
か
か
わ

ら
ず
全
国
か
ら
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
治
体
が
官
民
連
携
に
取
り
組
む
こ
と

に
は
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
民
間
企
業
・
団
体
と
協
力
す
る

こ
と
で
、
自
治
体
単
独
で
は
対
応
が
難
し

か
っ
た
地
域
課
題
が
前
進
し
た
り
、
役
所

の
中
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
新

し
い
ア
イ
デ
ア
に
よ
っ
て
課
題
が
解
決
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
官
民
連

携
は
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
有

効
な
手
段
と
い
え
ま
す
（
資
料
５
）。

《
官
民
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
》

官
民
連
携
を
進
め
る
取
組
の
一
環
と
し

て
、
内
閣
府
お
よ
び
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
主
催
の
会
場
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
官
民

Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
」を
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

普
段
な
か
な
か
接
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き

な
い
民
間
企
業
・
団
体
と
気
軽
に
意
見
交

換
や
情
報
交
換
が
で
き
る
、
参
加
費
無
料

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

年
度
内
で
は
、
11
月
17
日
（
月
）
に
宮

城
県
、
２
月
５
日
（
木
）
に
福
岡
県
に
て

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
資
料
６
）。

９
月
に
大
阪
府
に
て
開
催
し
た
同
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
50
の
自
治
体
と
１
６
５
の
企

業
・
団
体
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
自
治
体
の
皆
さ
ま
か
ら

は
「
多
く
の
企
業
と
交
流
で
き
、
有
意
義

な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
等

ご
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

官
民
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
宮
城
の
自
治
体
お
申
込

み
期
限
は
、
10
月
24
日(

金)

で
す
。
す
で

に
官
民
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体

も
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
自
治
体
も
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
、
官

民
連
携
の
可
能
性
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

（
※
４
）。

（
参
考
）
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高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
自
然
増

は
、
政
府
全
体
で
前
年
度
比
１
０
０
億
円

減
の
４
０
０
０
億
円
を
見
込
む
。
人
口
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
「
団
塊
の
世

代
」
が
25
年
度
で
全
員
75
歳
以
上
に
な

り
、
高
齢
化
の
ペ
ー
ス
は
今
後
緩
や
か
に

な
っ
て
い
く
見
通
し
。
し
か
し
、
高
齢
化

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
40
年
度
ご
ろ
ま
で
社

会
保
障
費
は
増
え
続
け
る
た
め
、
医
療
費

を
中
心
に
給
付
と
負
担
の
見
直
し
は
不
可

欠
だ
。

自
然
増
の
う
ち
厚
労
省
所
管
分
は
３
５

１
６
億
円
で
、
内
訳
は
医
療
２
３
０
０
億

円
、
障
害
福
祉
１
１
０
０
億
円
、
年
金
な

ど
約
１
５
０
億
円
。
残
り
の
約
５
０
０
億

円
は
こ
ど
も
家
庭
庁
の
子
育
て
支
援
経
費

と
な
る
。

社
会
保
障
費
の
自
然
増
に
つ
い
て
は
、

政
府
が
６
月
に
ま
と
め
た
経
済
財
政
運
営

の
基
本
方
針
「
骨
太
の
方
針
」
に
沿
っ
て
、

経
済
・
物
価
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
た
対
応

に
相
当
す
る
増
加
分
を
加
算
す
る
方
針
。

診
療
報
酬
や
介
護
報
酬
の
改
定
を
通
じ
、

医
療
や
介
護
の
現
場
で
働
く
人
の
賃
金
を

底
上
げ
す
る
こ
と
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
。

た
だ
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
に
必

要
な
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
医
療
・
介

護
分
野
を
中
心
に
歳
出
削
減
も
行
う
。
高

額
な
医
療
費
の
患
者
負
担
を
抑
え
る
「
高

額
療
養
費
制
度
」
の
負
担
上
限
額
の
引
き

上
げ
や
、
市
場
実
勢
価
格
に
応
じ
た
薬
価

の
引
き
下
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
呼
ば
れ

る
市
販
品
と
似
た
医
療
用
医
薬
品
を
保
険

給
付
か
ら
外
す
改
革
な
ど
を
検
討
す
る
。

年
末
の
予
算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
事

項
要
求
は
主
に
３
項
目
あ
る
。
ま
ず
、
医

療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
含
む
診
療
報
酬
と

薬
価
の
改
定
だ
。
診
療
報
酬
は
２
年
ご
と

の
改
定
の
た
め
、
急
激
な
物
価
高
に
対
応

で
き
ず
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い
る
医
療
機

関
が
増
え
て
お
り
、
物
価
高
に
対
応
し
た

加
算
の
水
準
に
注
目
が
集
ま
る
。

一
方
、
薬
価
に
つ
い
て
は
21
年
度
か
ら

毎
年
、
市
場
実
勢
価
格
と
薬
価
の
価
格
差

解
消
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
毎
年
改

定
が
創
薬
力
低
下
や
薬
の
供
給
不
安
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
薬
価

と
市
場
実
勢
価
格
の
差
も
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
医
師
ら
の
技
術
料
引
き
上
げ
に
充
て

る
財
源
捻
出
や
医
療
費
削
減
効
果
は
そ
れ

ほ
ど
見
込
め
な
い
の
が
実
情
だ
。

次
に
、
24
年
度
の
介
護
報
酬
と
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
の
改
定
時
に
導
入
さ
れ

た
介
護
・
障
害
福
祉
従
事
者
へ
の
26
年
度

の
処
遇
改
善
対
応
も
検
討
す
る
。
介
護
職

員
の
平
均
月
給
（
賞
与
込
み
）
は
24
年
度

で
30
万
３
０
０
０
円
と
、
全
産
業
平
均
の

38
万
６
０
０
０
円
よ
り
大
幅
に
低
い
。
24

自
然
増

自
然
増
４
０
０
０

４
０
０
０
億
円
に

億
円
に

報
酬
改
定
で
物
価
高
対
応

報
酬
改
定
で
物
価
高
対
応

厚
生
労
働
省
の
２
０
２
６
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額
は
25

年
度
予
算
比
１
・
４
％
増
の
34
兆
７
９
２
９
億
円
と
な
っ
た
。
高
齢
化
に
よ

る
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
踏
ま
え
、
過
去
最
大
を
更
新
し
た
。
医
療
・
介
護

分
野
の
賃
上
げ
な
ど
、
重
要
政
策
の
関
係
経
費
は
金
額
を
示
さ
な
い
「
事
項

要
求
」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
膨
れ
上
が
る
見
通
し
。
今
夏
の
参
院
選
で
の

与
党
大
敗
な
ど
政
治
情
勢
も
流
動
的
な
た
め
、
年
末
の
予
算
編
成
は
難
航
必

至
だ
。

要
求
総
額
の
う
ち
、
年
金
や
医
療
と
い
っ
た
経
費
は
32
兆
９
３
８
７
億

円
。
内
訳
は
年
金
制
度
の
運
営
が
13
兆
６
３
６
０
億
円
、
公
的
医
療
保
険
制

度
の
国
庫
負
担
が
12
兆
３
８
８
４
億
円
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
関
連
が

６
兆
９
２
８
１
億
円
。

政 策 解 説政 策 解 説
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年
度
の
介
護
報
酬
改
定
で
は
、24
年
度
２
・

５
％
、
25
年
度
２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
実
現
す
る
よ
う
な
処
遇
改
善
加
算
が

既
に
決
ま
っ
て
い
る
。
予
算
編
成
過
程
で

は
、
３
年
目
の
26
年
度
の
賃
上
げ
率
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
が
焦
点
だ
。

最
後
は
、
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
高
ま

る
も
の
の
、
現
場
で
不
足
し
て
い
る
介
護

人
材
の
確
保
策
だ
。
新
規
増
員
や
外
国
人

人
材
の
受
け
入
れ
促
進
策
の
充
実
に
充
て

る
経
費
を
要
求
し
た
。
23
年
度
に
介
護
現

場
で
実
際
に
働
い
た
人
数
は
２
１
２
万
６

０
０
０
人
で
調
査
開
始
以
来
、
前
年
度
を

初
め
て
下
回
っ
た
。
全
産
業
で
人
手
不
足

と
な
る
中
、
待
遇
の
悪
い
介
護
業
界
か
ら

他
業
種
へ
の
流
出
超
過
が
起
き
た
結
果
だ
。

厚
労
省
は
、
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
40
年
ご
ろ
の
介
護
職
員
の
不
足
数
を
約

57
万
人
と
試
算
し
て
い
る
が
、
状
況
が
好

転
し
な
け
れ
ば
不
足
数
が
大
幅
に
上
振
れ

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
村
に
関
係
あ
る
事
業
で
は
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
ら
の
支
援
事
業
費
に
は
58

億
円
を
求
め
、
日
常
的
な
見
守
り
や
高
齢

者
施
設
へ
の
入
所
、
入
院
な
ど
の
手
続
き

支
援
を
行
う
。
こ
の
う
ち
社
会
福
祉
協
議

会
が
生
活
困
窮
者
ら
を
支
援
す
る
事
業
に

対
し
て
国
と
都
道
府
県
・
政
令
市
が
費
用

を
２
分
の
１
ず
つ
拠
出
す
る
事
業
を
拡
充

し
、
46
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
従
来
は
認

知
症
患
者
が
主
な
支
援
対
象
だ
っ
た
が
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
も
対
象
に
加
え
て

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助
と
②
葬
儀

な
ど
死
後
の
事
務
手
続
き
も
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
実
施
主
体
は
都
道
府
県
・
政
令

市
の
社
協
で
、
市
町
村
の
社
協
へ
の
委
託

も
認
め
て
い
る
。
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

向
け
の
２
つ
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
す

る
社
協
は
最
大
３
０
０
万
円
の
加
算
を
受

け
取
れ
る
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
事
業
に
は
９

１
７
億
円
を
要
求
。
住
ま
い
確
保
と
い
っ

た
自
立
相
談
支
援
の
強
化
や
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、

医
療
や
介
護
な
ど
多
様
な
主
体
が
協
働
し

て
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
推
進
経
費
に
は
２
４

５
７
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
加
算
を
適
用
す
る
介
護
事
業
所

を
支
援
し
た
り
、
各
施
設
の
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
。

戦
没
者
の
慰
霊
・
記
憶
を
継
承
す
る
事

業
も
予
算
を
拡
充
し
、
16
億
円
を
盛
り
込

ん
だ
。
全
国
各
地
に
民
間
団
体
が
設
置
し

た
慰
霊
碑
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
が
音
頭
を
取
っ
て
保
存
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う
検
討
会
の
運

営
経
費
を
補
助
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
。

厚
労
省
の
ま
と
め
で
は
、
全
国
に
は
民

間
団
体
が
設
置
し
た
慰
霊
碑
が
１
万
６
０

０
０
カ
所
あ
り
、
う
ち
約
３
０
０
カ
所
で

管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
同
省
は
16

年
度
か
ら
建
立
者
が
不
明
で
、
管
理
状
況

が
良
く
な
い
慰
霊
碑
の
補
修
、
移
設
、
埋

設
な
ど
を
行
う
自
治
体
を
財
政
支
援
し
て

い
る
。
予
算
額
は
１
０
０
０
万
円
程
度
で

補
助
率
２
分
の
１
、
上
限
は
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
24
年
度
ま
で
に
35
件
の

利
用
実
績
が
あ
り
、
内
訳
は
移
設
16
件
、

補
修
４
件
、
埋
設
な
ど
が
15
件
だ
っ
た
。

鳥
取
県
倉
吉
市
で
は
、
維
持
管
理
が
困
難

と
な
っ
た
市
内
に
あ
る
複
数
の
慰
霊
碑
を

市
民
の
生
涯
学
習
で
使
わ
れ
る
複
合
施
設

内
に
移
設
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両

立
支
援
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
促
進
策
は
１
３
２
６
億
円
を
計
上
。
テ

レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
定
着
を
促
す
ほ
か
、

勤
務
時
間
や
勤
務
地
な
ど
を
限
定
し
た
正

社
員
制
度
の
普
及
な
ど
を
図
る
。

政
府
は
６
月
、
現
在
40
～
50
代
の
「
就

職
氷
河
期
世
代
」
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
、
①
就
労
支
援
・
処
遇
改
善
②
社
会
参

加
へ
の
段
階
的
支
援
③
高
齢
期
を
見
据
え

た
支
援
の
３
本
柱
で
取
り
組
む
こ
と
を
関

係
閣
僚
会
議
で
決
定
し
た
。
厚
労
省
の
26

年
度
予
算
概
算
要
求
で
は
氷
河
期
世
代
支

援
に
関
係
す
る
事
業
費
は
計
１
４
９
０
億

円
に
上
る
。

就
労
支
援
・
処
遇
改
善
策
で
は
、
Ｉ
Ｔ

技
術
の
習
得
な
ど
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
企
業
へ
助

成
金
を
交
付
す
る
。
社
会
参
加
で
は
、
自

宅
で
引
き
こ
も
り
が
ち
な
人
が
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
橋
渡
し
す
る
専

門
人
材
の
養
成
を
図
る
。
氷
河
期
世
代
が

高
齢
期
に
差
し
掛
か
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
た
家
計
改
善
や
資
産
形
成
の
支
援
も
講

じ
る
。

26
年
度
税
制
改
正
要
望
で
は
、
健
康
増

進
の
た
め
に
特
定
の
市
販
薬
を
購
入
し
た

場
合
に
所
得
税
と
住
民
税
の
負
担
を
軽
く

す
る
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税

制
」
に
つ
い
て
、
27
年
以
降
の
恒
久
化
ま

た
は
延
長
を
盛
り
込
ん
だ
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
は
、

１
年
間
に
自
己
負
担
し
た
対
象
の
市
販
薬

の
購
入
費
が
１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
る

時
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
そ
の
超
過
額
が

８
万
８
０
０
０
円
ま
で
所
得
税
や
住
民
税

か
ら
還
付
さ
れ
る
仕
組
み
。
医
療
用
を
市

販
薬
に
転
用
し
た
「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

薬
」
や
、
医
療
費
適
正
化
効
果
が
高
い
と

さ
れ
る
湿
布
薬
や
咳
止
め
薬
な
ど
の
通

常
の
市
販
薬
が
対
象
で
、
17
年
か
ら
始

ま
っ
た
。

26
年
に
制
度
の
期
限
を
迎
え
る
た
め
、

厚
労
省
は
有
識
者
検
討
会
で
さ
ら
な
る
拡

慰
霊
碑
の
保
存
協
議
で
モ
デ
ル
事
業

慰
霊
碑
の
保
存
協
議
で
モ
デ
ル
事
業

市
販
薬
購
入
の
税
優
遇
恒
久
化
を

市
販
薬
購
入
の
税
優
遇
恒
久
化
を
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充
策
を
検
討
。
要
望
で
は
制
度
の
恒
久

化
・
延
長
に
加
え
、
医
療
費
適
正
化
効
果

が
見
込
ま
れ
る
市
販
の
胃
腸
薬
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
薬
な
ど
を
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
対
象
品
目
に
追

加
す
る
方
向
だ
。
一
方
で
、
痩
身
・
美
容

目
的
で
実
質
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
医
薬

品
は
除
外
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
21
年

度
税
制
改
正
で
も
医
療
費
適
正
化
効
果
が

低
い
と
さ
れ
る
筋
肉
痛
向
け
の
ビ
タ
ミ
ン

主
薬
製
剤
な
ど
が
対
象
か
ら
外
れ
た
。

さ
ら
に
、
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

強
化
す
る
た
め
、
現
行
の
１
万
２
０
０
０

円
を
超
え
た
分
を
控
除
す
る
仕
組
み
を
改

め
、
控
除
額
を
単
純
に
20
万
円
ま
で
引
き

上
げ
る
案
を
提
示
。
た
だ
し
、
少
額
還
付

を
防
ぐ
た
め
対
象
市
販
薬
の
購
入
費
が
１

万
２
０
０
０
円
を
超
え
る
こ
と
を
利
用
条

件
と
す
る
。

町
村
関
係
で
は
、
医
師
不
足
の
地
域
で

診
療
所
を
引
き
継
い
だ
り
開
業
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
に
税
制
上
の
支
援
を
新
規
要
求

し
た
。
地
方
や
一
部
診
療
科
で
医
師
が
不

足
す
る
偏
在
問
題
の
対
策
の
一
環
で
、
秋

の
臨
時
国
会
に
再
提
出
す
る
医
療
法
改
正

案
の
成
立
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。

税
制
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
の
は
新
た
に

設
定
す
る
「
重
点
医
師
偏
在
対
策
支
援
区

域
」
で
、
承
継
・
開
業
す
る
診
療
所
の
院

長
。
登
録
免
許
税
や
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
、
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
を

検
討
し
て
お
り
、
軽
減
幅
や
期
間
な
ど
詳

細
な
制
度
設
計
は
今
後
詰
め
る
。

各
地
域
が
人
口
減
少
に
応
じ
て
入
院
病

床
数
の
適
正
化
と
機
能
再
編
に
取
り
組
む

「
地
域
医
療
構
想
」
を
実
現
す
る
た
め
の

税
制
上
の
優
遇
措
置
の
延
長
と
拡
充
も
要

望
し
た
。
病
院
同
士
の
合
併
に
伴
う
土
地

や
建
物
の
取
得
時
に
か
か
る
登
録
免
許
税

と
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置
に
つ
い

て
、
期
限
を
27
年
度
末
ま
で
２
年
延
長
し

た
上
で
税
率
な
ど
の
見
直
し
を
行
う
。
い

ず
れ
も
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
合
意

さ
れ
た
合
併
を
対
象
と
す
る
。

登
録
免
許
税
は
、
固
定
資
産
税
評
価
額

に
税
率
を
掛
け
合
わ
せ
て
税
額
が
決
ま

る
。
医
療
機
関
同
士
の
合
併
の
場
合
、
土

地
の
所
有
権
移
転
登
記
の
税
率
は
１
％

（
本
則
２
％
）
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
０
・
５
％
に
引
き
下
げ
る
。
建
物

の
所
有
権
の
保
存
登
記
の
税
率
は
０
・

２
％
（
本
則
０
・
４
％
）
か
ら
０
・
１
％

に
下
げ
る
。
不
動
産
取
得
税
は
、
課
税
標

準
と
な
る
固
定
資
産
税
評
価
額
の
控
除
枠

を
現
行
の
２
分
の
１
か
ら
４
分
の
３
に
拡

大
す
る
。

�

（
時
事
通
信
社
内
政
部　

今
泉　

勝
）

医
師
偏
在
対
策
を
税
制
で
支
援

医
師
偏
在
対
策
を
税
制
で
支
援

若者が地域の力に！緑のふるさと協力隊　若者が地域の力に！緑のふるさと協力隊　
新規受入先町村を募集！！新規受入先町村を募集！！

地球緑化センターでは「第33期緑のふるさと協力隊」の新規受入先町村募集を開始致しました！地球緑化センターでは「第33期緑のふるさと協力隊」の新規受入先町村募集を開始致しました！
1年間の農山村ボランティア「緑のふるさと協力隊」は1994年にスタート。これまで32年間で108市町村に1年間の農山村ボランティア「緑のふるさと協力隊」は1994年にスタート。これまで32年間で108市町村に
866名の若者を送り出してきました。今年4月からは第32期の隊員10名が10市町村で元気に活躍中です！866名の若者を送り出してきました。今年4月からは第32期の隊員10名が10市町村で元気に活躍中です！
参加した若者たちは、農林漁業のお手伝いをはじめ、地域行事、伝統文化、集落維持といった地域の「お手伝い」参加した若者たちは、農林漁業のお手伝いをはじめ、地域行事、伝統文化、集落維持といった地域の「お手伝い」
を一生懸命に取り組みます。隊員の任期は1年間ですが、任期後は約4割の隊員がそのまま残り地域の担い手とを一生懸命に取り組みます。隊員の任期は1年間ですが、任期後は約4割の隊員がそのまま残り地域の担い手と
して活躍し、その他の隊員たちも「もう一つのふるさと」として地域と繋がり続けています。して活躍し、その他の隊員たちも「もう一つのふるさと」として地域と繋がり続けています。
今年4月からは31期13名が11市町村で元気に活躍中です。今年4月からは31期13名が11市町村で元気に活躍中です。

※�その他、法人会費、隊員住居・光熱水費、移動車両の用意、生活備品費、研修費等の経費をご負担いただきます。経費の一部について地域おこし協力隊の制度※�その他、法人会費、隊員住居・光熱水費、移動車両の用意、生活備品費、研修費等の経費をご負担いただきます。経費の一部について地域おこし協力隊の制度
を活用している事例もあります。詳しくは地球緑化センターまで。を活用している事例もあります。詳しくは地球緑化センターまで。

まずは地球緑化センターまでお問合せください。隊員募集要綱、派遣要請書等の資料をお送りします。締め切りは11月まずは地球緑化センターまでお問合せください。隊員募集要綱、派遣要請書等の資料をお送りします。締め切りは11月
14日（金）です。14日（金）です。
特定非営利活動法人地球緑化センター特定非営利活動法人地球緑化センター
TEL：03-5542-0132／Mail：furusato@n-gec.orgTEL：03-5542-0132／Mail：furusato@n-gec.org

申込・
お問合せ

主　　催　特定非営利活動法人 地球緑化センター特定非営利活動法人 地球緑化センター
後　　援　�内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、全国町村会、全国市長会など内閣府、総務省、文部科学省、農林水産省、全国町村会、全国市長会など
活動期間　2026年4月～ 2027年3月2026年4月～ 2027年3月
主な経費　活動支援金 660,000円　事務経費費 900,000円活動支援金 660,000円　事務経費費 900,000円
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も
み
じ
ち
ゃ
ん

も
み
じ
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

南
相
木
村
の
良
さ
を
広
く
発
信
し
て
、「
南

相
木
村
に
行
っ
て
み
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な

る
」
と
多
く
の
方
々
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
村
の
魅
力
を
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
し
た
動
画
を

制
作
す
る
に
あ
た
り
、姉
妹
ク
リ
エ
イ
タ
ー「
東

京
ハ
イ
ジ
」
に
依
頼
を
し
た
の
が
、
2
0
1
７

年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
、
約
２
年
間
の
制

作
期
間
を
経
て
、
2
0
1
9
年
に
誕
生
し
た
の

が
、
大
き
な
優
し
そ
う
な
熊
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
「
カ
フ
ェ
バ
ス
の
ち
ょ
っ
く
ら
さ
ん
」
で
す
。

役
場
の
印
刷
物
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ
れ
、
グ
ッ
ズ
や

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
9
月
に
は
、
南
相
木
小
学
校
の
運

動
会
の
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
着
ぐ
る
み
が
お
披

露
目
と
な
り
、
以
降
は
村
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
民
の
誰
か

ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
「
カ
フ
ェ
バ
ス
の
ち
ょ
っ

く
ら
さ
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
南
相
木
村
の
魅
力

を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
も
み
じ
ち
ゃ
ん
」
は
、
一
般
公
募
に
よ
り
、

箕
輪
町
長
岡
区
の
「
箕
輪
ダ
ム
」
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
1
9
9
1
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。
髪
と
ス
カ
ー
ト
の
赤
は
「
紅

葉
し
た
も
み
じ
」、
服
の
緑
は
箕
輪
町
の
豊
か

な
森
林
、
そ
し
て
靴
の
青
は
清
ら
か
な
水
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
0
年
に
箕
輪
町

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
定
さ

れ
、
活
躍
の
場
が
広
が
り
ま
し
た
が
、
イ
ラ

ス
ト
で
の
活
用
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
、
町
の
情
報
発
信
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
箕
輪
町
は
「
も
み
じ
ち
ゃ
ん
」
を

P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
任
命
。
同
年
4
月
2

日
に
、
着
ぐ
る
み
の
お
披
露
目
も
兼
ね
て
、

役
場
に
て
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
も
み

じ
ち
ゃ
ん
」
の
一
番
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

は
、秋
の
「
も
み
じ
湖
」（
箕
輪
ダ
ム
）
で
す
が
、

自
然
豊
か
な
箕
輪
町
の
魅
力
は
ほ
か
に
も
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
P
R

活
動
に
元
気
よ
く
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

誕生日・年齢はひみつ。紅葉したもみ
じの妖精で、明るく元気いっぱいな女
の子。みんなを笑顔にすることやかわ
いいポーズが得意。箕輪町のおいしい
空気と水が大好きで、趣味は時間をか
けてゆっくりと町内を歩くこと。

5
月
5
日
生
ま
れ
。上
下
関
係
を
好
ま
な
い
気
さ
く
な
性
格
。

特
技
は
も
ち
ろ
ん
俳
句
で
、
そ
の
腕
前
は
日
本
屈
指
。
こ
ど

も
た
ち
、虫
や
小
さ
な
動
物
が
大
好
き
。好
物
は
地
元
名
産「
霧

下
そ
ば
」。
と
に
か
く
〝
ふ
る
さ
と
信
濃
町
〞
を
こ
よ
な
く
愛

し
て
い
る
。

カフェバスのご主人の大
きな熊さん。おしゃべり
とおしゃれが大好き。趣
味はTシャツ集め。あんぱ
んとつけものが大好き。
口癖は「ちょっくらよれ
やれ」（方言で「少し寄っ
ていきませんか」の意味）。

　

郷
土
の
俳
人
小
林
一
茶
の
生
誕
2
5
0
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
2
0
1
3
年
8
月
31
日
に

開
催
さ
れ
た「
一
茶
生
誕
2
5
0
年
夏
ま
つ
り
」

の
記
念
事
業
の
一
環
で
、信
濃
町
出
身
の
俳
人
・

小
林
一
茶
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
一
茶
さ
ん
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
全
国
か
ら
募
集

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
1
0
4

点
の
作
品
の
中
か
ら
、
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
候
補
を
3
点
に
絞
り
、
夏
ま
つ
り
当
日
の
来

場
者
に
投
票
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
誕
生
し
た

の
が
「
一
茶
さ
ん
」
で
す
。
同
年
11
月
19
日
、

小
林
一
茶
の
命
日
に
毎
年
「
一
茶
記
念
館
」
で

開
催
さ
れ
る
「
一
茶
忌
」
の
会
場
で
、
着
ぐ
る

み
が
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。
し
な
の
鉄
道

の
観
光
列
車
「
く
ろ
も
ん
」
を
黒
姫
駅
で
お
出

迎
え
し
た
り
、「
信
濃
町
黒
姫
高
原
ク
ラ
フ
ト

祭
り
」
に
参
加
し
た
り
と
、
信
濃
町
P
R
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
　
さ

PR動画はこちら

一
茶
さ
ん

一
茶
さ
ん

カ
フ
ェ
バ
ス
の
ち
ょ
っ
く
ら
さ
ん

カ
フ
ェ
バ
ス
の
ち
ょ
っ
く
ら
さ
ん

Vol.178

長
野
県
信し

な

濃の

町ま
ち

長
野
県
箕み

の

輪わ

町ま
ち

長
野
県
南み

な
み

相あ
い

木き

村む
ら

次
回
は
、西
ブ
ロ
ッ
ク（
中
国
・
四
国
・
九
州・
沖
縄
）か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

南
相
木
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

信
濃
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

箕
輪
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

中
ブ
ロ
ッ
ク

長野県南相木村

長野県信濃町

長野県箕輪町
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岩
手
県
雫
石
町
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ら
を
対
象

と
し
た
ク
マ
対
策
講
習
会（
町
教
委
主
催
）は
３
日
、

同
町
長
山
の
旧
上
長
山
小
で
初
め
て
開
か
れ
た
。

ク
マ
の
人
身
被
害
が
相
次
ぐ
中
、
対
応
を
学
ん
だ
。

町
内
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
児
童
館
職

員
ら
約
30
人
が
参
加
。
農
作
物
野
生
鳥
獣
被
害
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
同
町
上
下
水
道
課
施
設
係
の

谷
崎
修
主
査
（
47
）
が
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
態
や

遭
遇
し
た
際
の
対
処
方
法
な
ど
を
伝
え
た
。

参
加
者
は
ク
マ
の
鼻
や
目
に
向
け
て
ク
マ
よ
け

ス
プ
レ
ー
を
噴
射
し
た
り
、
追
い
払
い
用
の
手
持

ち
花
火
を
発
射
し
た
り
す
る
訓
練
に
臨
み
、
同
町

晴
山
の
晴
山
勝
夫
さ
ん（
69
）は「
何
回
か
使
っ
て

み
な
い
と
す
ん
な
り
と
使
え
な
い
」
と
実
感
し
た
。

同
町
で
は
本
年
度
ク
マ
の
目
撃
が
２
６
５
件

（
９
月
末
現
在
）、
人
的
被
害
が
３
件
発
生
し
て
い

る
。
町
は
昨
年
、
町
内
の
小
中
学
校
や
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
に
ス
プ
レ
ー
を
配
布
し
て
い
た
が
、
実
際

の
訓
練
は
今
回
が
初
め
て
。
町
教
委
の
古
川
端
琴

也
教
育
次
長
は
「
今
後
も
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

（
岩
手
日
報
・
2
0
25

年
10
月
７
日
）

千
葉
県
九
十
九
里
町
は
、
観
光
バ
ス
運
行
な
ど

を
行
う
「
オ
ー
ト
ウ
ィ
ル
」（
茂
原
市
）
と
、
災

害
時
の
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

災
害
時
に
は
、
同
社
の
バ
ス
で
避
難
者
を
安
全
な

場
所
に
輸
送
す
る
ほ
か
、
燃
料
の
提
供
や
断
水
時

で
も
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
提
供
な

ど
に
も
協
力
す
る
。

同
社
は
石
川
県
・
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
珠

洲
市
へ
も
移
動
式
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
を

派
遣
し
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
町
が
声
を

か
け
て
今
回
の
協
定
の
実
現
に
至
っ
た
と
い
う
。

同
社
が
自
治
体
と
同
様
の
災
害
協
定
を
結
ぶ
の
は

５
例
目
。

町
役
場
で
の
締
結
式
で
同
社
の
飯
田
克
美
社
長

は
、「
近
年
は
甚
大
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。
浅
岡
厚
町
長
は
「
津
波
や

集
中
豪
雨
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
九
十
九
里
町
に

と
っ
て
協
定
が
心
の
支
え
に
な
る
」
と
感
謝
を
述

べ
た
。

（
千
葉
日
報
・
２
０
２
５
年
10
月
10
日
）

国
際
認
証
団
体
「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
に
よ
る
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地

ト
ッ
プ
１
００

選
」
の
２
０
２
５
年
版
に
、
永
平

寺
町
が
福
井
県
内
で
初
め
て
選
ば
れ
た
。「
禅
」
の

精
神
が
地
域
の
文
化
と
し
て
根
付
き
、
地
域
社
会

と
調
和
し
た
観
光
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
世
界

各
地
の
観
光
に
関
す
る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を

募
集
・
審
査
し
、
優
良
事
例
を
毎
年
１
００

件
選

出
し
て
い
る
。
今
回
は
福
井
銀
行
グ
ル
ー
プ
で
観

光
・
地
場
産
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
手
が
け

る
「
ふ
く
い
ヒ
ト
モ
ノ
デ
ザ
イ
ン
」
が
永
平
寺
町

の
選
出
に
向
け
た
申
請
作
成
な
ど
を
担
っ
た
。

永
平
寺
町
は
、
禅
が
地
域
社
会
の
文
化
と
し
て

醸
成
さ
れ
、
住
民
の
生
活
に
根
付
く
取
り
組
み
に

注
力
。
地
元
へ
の
誇
り
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域

住
民
に
禅
文
化
を
再
認
識
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
を
図
っ
て
い
る
。
中
学
校
で
は
禅
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
探
究
学
習
の
実
施
に
よ
る
地
域
文
化
の

担
い
手
の
育
成
や
、
地
場
産
業
の
繊
維
産
業
と
連

携
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
な
ど
が
評
価
を

受
け
た
。

今
回
の
選
出
で
、
認
定
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
が
可
能
に
な
る
。
国
際
的
な
認
知
度
の
向

上
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
客
）
誘
致
の
ほ
か
、

観
光
以
外
の
分
野
へ
の
波
及
効
果
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

永
平
寺
町
役
場
で
10
月
６
日
に
受
賞
報
告
会
が

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
授
賞
式
に
出
席
し
た
同
社

の
小
畑
善
敬
社
長
と
加
藤
太
一
観
光
事
業
部
長
が

河
合
永
充
町
長
に
認
定
証
を
手
渡
し
た
。
河
合
町

長
は
「
永
平
寺
町
の
取
り
組
み
が
世
界
に
認
め
ら

れ
て
町
と
し
て
う
れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
世
界

に
し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

（
福
井
新
聞
・
2
0
25

年
10
月
10
日
）

長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村
は
７
日
、
村
民
に
よ

る
「
村
文
化
財
応
援
隊
」
を
発
足
さ
せ
た
。
同
日

夜
に
村
民
会
館
で
開
い
た
説
明
会
で
、
全
11
地
区

か
ら
推
薦
さ
れ
た
計
24
人
を
委
嘱
。
広
く
知
ら
れ

て
い
な
い
地
域
の
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
や
、
行

政
と
連
携
し
て
文
化
財
の
保
全
や
活
用
を
図
る
役

割
を
担
う
。

村
は
、７
月
に
文
化
庁
か
ら
認
定
を
受
け
た「
村

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
作
成
す
る
過
程

で
、住
民
の
協
力
を
得
て
村
内
の
文
化
財
を
調
査
。

２
０
２
２
年
度
か
ら
２
年
間
で
、
行
政
に
よ
る
指

定
な
ど
保
全
措
置
が
図
ら
れ
て
い
な
い
「
未
指
定

文
化
財
」
３
３
５
件
を
把
握
し
た
。
村
は
調
査
が

成
果
を
上
げ
た
こ
と
を
受
け
、
住
民
の
協
力
を
得

る
態
勢
を
維
持
し
て
さ
ら
な
る
文
化
財
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
げ
よ
う
と
、応
援
隊
を
発
足
さ
せ
た
。

応
援
隊
は
日
頃
の
活
動
と
し
て
、
建
造
物
な
ら

「
大
正
時
代
以
前
」
な
ど
一
定
の
基
準
に
従
い
、

地
域
に
残
る
文
化
財
の
情
報
を
収
集
。
新
た
に
把

握
し
た
文
化
財
は
、
30
年
度
か
ら
改
定
す
る
保
存

活
用
地
域
計
画
に
記
載
す
る
。
村
教
育
委
員
会
が

行
う
文
化
財
の
保
全
状
況
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
も
協

力
す
る
。

村
教
委
は
「
個
人
所
有
な
ど
で
将
来
に
わ
た
る

保
全
が
難
し
い
文
化
財
で
も
、
存
在
が
把
握
で
き

れ
ば
、
村
へ
の
寄
贈
を
働
き
か
け
る
こ
と
も
で
き

る
」
と
期
待
し
て
い
る
。

（
信
濃
毎
日
新
聞
・
２
０
２
５
年
10
月
９
日
）

ス
プ
レ
ー
や
花
火
、
ク
マ
対
策
実
践
　
岩
手
・

雫
石
町
教
委
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ら
対
象
の
講

習
会�

（
岩
手
県
雫
石
町
）

避
難
者
輸
送
な
ど
で
災
害
協
定
　
九
十
九
里

町
と
観
光
バ
ス
会
社�

（
千
葉
県
九
十
九
里
町
）

持
続
可
能
な
観
光
地
選
出
　
国
際
認
証
、
福

井
県
内
で
初
　
永
平
寺
町
　「
禅
」
と
の
調
和

評
価�

（
福
井
県
永
平
寺
町
）

長
野
・
宮
田
村
が
24
人
を
委
嘱
　
村
の
文
化

財
保
全
へ
「
応
援
隊
」
発
足

�

（
長
野
県
宮
田
村
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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全国町村会・都道府県町村会全国町村会・都道府県町村会

町村等の職員さんなら、保険に加入しよう！

任意共済＊の
加入申込みは 10月・3月です

毎  年 年金共済の
加入申込みは 12月・3月です

毎  年

＊任意生命保険［団体定期保険］・任意医療保険［総合医療保険（団体型）］・任意収入補償保険 （拠出型企業年金保険）

＼各保険の詳しい情報は以下の二次元コードから！！／＼各保険の詳しい情報は以下の二次元コードから！！／
ご加入のご検討に際しましては、パンフレット等にて必ず詳細をご確認ください。

日本-団-2024-707-11077-Ｐ（R6.7.30）
日本-医-2024-707-11079-Ｐ（R6.7.30）
日本-企-2024-707-11078-Ｐ（R6.7.30）

（2024年8月承認）B24-200629

お手頃な
掛金！

本人の加入が
あれば

配偶者・こどもも
申込みできる

＊任意生命保険・
任意医療保険

町村等職員の
みなさまが

申込みできるよ

加入者特典の
福利厚生サービス

も充実してる
（N-コンシェルジュ）

＊任意生命保険・
  任意医療保険に

加入の方のみ

   老後の安心、
ほしいよね

＊年金共済

精神障害も
補償するよ

＊任意収入補償保険

死亡・所定の
高度障がいも

保障！
＊任意生命保険

最低保険金額
200万円から
申込みできるよ

＊任意生命保険

手術も
大丈夫

＊任意医療保険
（一部、対象外の手術が

あります）

病気などで
働けなくなっても
最大65歳まで
補償するって！
＊任意収入補償保険

1泊2日以上の
継続入院OK

＊任意医療保険

N-コンシェルジュは
こちらから

第3337号11　2025年（令和 7年）10月20日 （第三種郵便物認可）町 村 週 報
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町
村
週
報
の
随
想
欄
は
、
毎
回
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
令

和
七
年
四
月
一
日
現
在
、
全
国
に
九
二
六

の
町
村
が
存
在
し
、
ま
さ
か
私
に
原
稿
依

頼
の
白
羽
の
矢
が
立
つ
と
は
思
い
も
し
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
れ
し
く
も
あ
り
、

一
大
事
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
も
さ
も
、

何
を
書
こ
う
か
迷
い
に
迷
い
、
定
番
の
村

の
紹
介
と
悩
め
る
小
さ
な
村
の
姿
な
ど
記

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

町
村
週
報
第
三
三
二
六
号
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
欄
「
特
集 

未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
整
備

等
の
取
組
」
も
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
、
さ
ら
に
本
村
の
こ
と
を
分
か
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

南
相
木
村
は
、
長
野
県
の
東
南
端
、
群

馬
県
上
野
村
に
接
し
、
東
西
二
十
㎞
、
南

北
五
㎞
の
細
長
い
地
形
で
、
と
言
っ
て
も

ピ
ン
と
こ
な
い
方
は
、
日
本
航
空
一
二
三

便
が
墜
落
し
た
「
御
巣
鷹
の
尾
根
」
の
長

野
県
側
に
位
置
す
る
と
言
っ
た
方
が
分
か

り
易
い
で
し
ょ
う
か
。

村
の
中
央
を
信
濃
川
の
源
流
、
千
曲
川

の
支
流
相
木
川
に
注
ぐ
南
相
木
川
が
東
か

ら
西
に
流
れ
、
標
高
は
九
百
ｍ
か
ら
二
千

ｍ
、
面
積
は
お
お
よ
そ
六
十
六
㎢
で
す
。

平
坦
地
が
少
な
く
、
総
面
積
の
約
九
割
を

山
林
が
占
め
、
川
沿
い
に
十
の
集
落
が
点

在
す
る
典
型
的
な
中
山
間
地
域
の
村
で
す
。

村
の
確
か
な
歴
史
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

縄
文
時
代
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

縄
文
土
器
が
出
土
し
て
お
り
ま
す
が
厳
し

い
気
象
条
件
か
ら
か
、
弥
生
時
代
か
ら
古

墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
確

認
さ
れ
ず
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
に
か

け
て
の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
十
四
世
紀
か
ら
村
の
名
前
の
由
来
と

な
る
「
相
木
氏
」
が
、
こ
の
地
域
を
治
め
、

そ
の
後
、
福
井
県
に
移
封
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
も
そ
の
家
系
の
子
孫
の
方
は
お

ら
れ
、
毎
年
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
天
領

と
な
り
、一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
年
）

市
制
・
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
南
相
木
村

が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
の
初
期
ま
で
の
村
民
の

生
活
は
、
少
な
い
畑
で
麻
の
栽
培
、
炭
焼

き
や
養
蚕
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
よ

う
で
す
。
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
、
こ

の
地
域
の
気
候
や
標
高
に
適
し
た
高
原
野

菜
を
中
心
と
し
た
農
業
が
盛
ん
と
な
り
、

水
田
も
桑
畑
も
野
菜
畑
に
代
わ
り
山
林
を

切
り
開
き
農
地
造
成
も
行
わ
れ
白
菜
・
レ

タ
ス
・
花
き
の
栽
培
が
行
わ
れ
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
・
平
成
の
大
合
併
を
経
て
も
単
独

で
の
存
続
を
選
び
、
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
村
の
人
口
は
こ
の
七
月
で
九
一
七

人
、
一
番
多
か
っ
た
終
戦
直
後
の
二
千
五

百
人
を
超
え
て
い
た
時
か
ら
比
べ
る
と
、

四
割
以
下
の
人
口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
経
済
の
発
展
と
と
も
に
田

舎
か
ら
都
市
部
へ
と
人
が
移
動
し
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
同
時
に
少
子
高

齢
化
も
人
口
減
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
ま

す
。
半
世
紀
前
の
小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
数
は
、
三
百
六
十
人
を
超
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
百
人
に
満
た
な
い

人
数
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
南
相
木

村
を
将
来
に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
に
は
、

ま
ず
小
学
校
の
維
持
と
児
童
数
の
確
保
が

重
要
な
課
題
で
す
。
豊
か
な
自
然
と
小
規

模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
特
色
あ
る
教
育
、

特
に
大
規
模
校
で
は
難
し
い
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
っ
た
教
育
方
針
を
掲
げ
、
令
和

二
年
度
か
ら
「
親
子
留
学
」
と
い
う
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
甲
斐
も

あ
り
、
現
在
児
童
の
お
お
よ
そ
三
分
の
一

が
親
子
留
学
の
お
子
さ
ん
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。大
人
た
ち
の
心
配
を
よ
そ
に
、こ
ど

も
た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
、
授
業
は

も
ち
ろ
ん
学
校
行
事
や
地
区
の
児
童
会
な

ど
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
自
然
豊
か
な
田
舎
で
の
暮
ら
し
が

い
か
に
素
晴
ら
し
い
も
の
か
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
が
ら
、
親
子
留
学
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
と
し
て
南
相
木

村
で
は
早
く
か
ら
英
語
教
育
へ
取
り
組
む

と
と
も
に
、
村
内
に
別
荘
を
所
有
し
て
い

た
大
学
教
授
の
紹
介
が
縁
と
な
り
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア 

ア
デ
レ
ー
ド
郊
外
に
あ
る

サ
ン
デ
ィ
ー
ク
リ
ー
ク
小
学
校
と
の
交
流

を
平
成
九
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
小

学
校
六
年
生
を
対
象
に
現
地
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
な
が
ら
、
異
文
化
へ
の
理

解
と
児
童
相
互
の
交
流
、
そ
し
て
英
語
力

の
強
化
を
図
る
た
め
に
コ
ロ
ナ
禍
を
除
い

て
、
今
年
で
二
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
親
子
二
代
に
わ
た
っ
て
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
を
経
験
す
る
こ
ど
も
た

ち
も
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
村
が
、
未
来
に
わ

た
っ
て
存
続
で
き
る
よ
う
村
づ
く
り
に
励

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
さ
な
村
の
大
き
な
取
組

中な
か

島じ
ま

　
則の

り

保や
す

長
野
県
南み

な
み

相あ
い

木き

村
長
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